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で
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よ
う



　

１
月
12
日
、
中
央
公
民
館
で
令
和
２

年
成
人
式
が
行
わ
れ
、
86
人
の
新
成
人

が
、
家
族
ら
多
く
の
人
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
大
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
赤
や

ピ
ン
ク
な
ど
華
や
か
な
晴
着
を
着
た
新

成
人
た
ち
が
、
仲
間
と
の
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
写
真
撮
影
や
近
況
を
報
告
し
、

懐
か
し
い
だ
け
で
な
く
嬉
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
野
村
町
長
が
「
今
日
ま

で
支
え
て
く
れ
た
ご
両
親
や
皆
さ
ん
に

関
わ
っ
た
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
に

感
謝
し
、
普
段
は
な
か
な
か
言
え
な
い

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

濱
田
修
斗
さ
ん
と
蛯
名
眞
央
さ
ん
の

町
民
憲
章
朗
読
後
、
新
成
人
を
代
表
し

て
、
坂
本
洋
一
さ
ん
、
原
田
悠
紀
さ

ん
、
安
田
光
志
さ
ん
が
「
は
た
ち
の
提

言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

坂
本
さ
ん
は
「
成
人
を
迎
え
た
私
達

は
社
会
人
と
し
て
周
り
に
迷
惑
を
か
け

る
よ
う
な
行
動
を
し
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
人
生
で
私

達
に
関
わ
っ
て
い
く
多
く
の
人
達
は
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
今

一
度
振
り
返
る
契
機
と
し
た
い
と
考
え

て
い
る
し
、
皆
さ
ん
に
も
そ
う
あ
っ
て

ほ
し
い
」
と
提
言
。

　

原
田
さ
ん
は
「
成
人
式
を
契
機
に
一

人
の
社
会
人
と
し
て
、
自
分
を
さ
ら
に

磨
き
、
鍛
え
、
地
域
及
び
社
会
全
体
の

た
め
に
尽
く
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

皆
様
か
ら
の
教
え
を
受
け
、
自
分
自
身

の
成
長
と
や
が
て
は
次
世
代
を
教
え
導

け
る
人
間
と
な
れ
る
よ
う
、
よ
り
一
層

の
努
力
と
学
び
の
姿
勢
を
大
切
に
す

る
」
と
『
社
会
人
と
し
て
の
覚
悟
』
を

力
強
く
発
表
。

　

安
田
さ
ん
は
「
私
達
の
両
親
の
世
代

が
築
い
た
平
成
の
時
代
を
超
え
る
良
い

時
代
に
す
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
社

会
の
一
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
、
目
標
を
持
っ
て
日
々
を
生
き

る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、

20
年
間
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
、
未
来
を
背
負
う
社
会
の
一
員
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
人
間
に
な
る
こ
と
で
恩

返
し
を
し
た
い
」
と
『
私
の
思
い
』
を

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
人
ひ
と
り
が
壇
上
に
上

が
り
、
自
己
紹
介
や
近
況
報
告
、
将
来

の
目
標
な
ど
を
発
表
し
、
野
村
町
長
か

ら
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
蛯
名
萌
奈
さ
ん
が
「
今
後

は
野
辺
地
町
と
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ

ん
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、
大
人
と

し
て
の
自
覚
と
自
ら
の
行
動
に
責
任
を

持
ち
、
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
歩
ん
で

い
き
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

祝 二十歳成人おめでとう！！
令和２年野辺地町成人式
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　私達は成人式を迎えることができたけど、
この事は決して当たり前の事ではない。
　家族、 友達、 小中高の先生方、 その他
私達が関わった全ての方々 の助けによるもの。
忘れてはいけない。支えてくれた全ての皆様へありがとうございます。
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特 集正しい理解と温かい見守り

認知症の方を地域で支えよう
認知症は脳の病気

　様々な原因で脳の細胞が死ん
でしまったり、働きが悪くなっ
たりするために起こる脳の病気
です。また、生活への支障が６
カ月以上継続している状態のこ
とを認知症といいます。

②演習
　認知症の方との接し
方について、実際に演
じることで認知症の方
やその家族等の気持ち
について理解を深めま
す。
　小学校・中学校で
は、朝ご飯を食べたこ
とを覚えていない、自
分の部屋がわからない
高齢者の対応等、高校
ではコンビニで支払い
がうまく出来ない高齢
者の対応について、悪
い接し方、良い接し方
を演じていました。

①講話

　認知症キャラバン・メイトの資格を
持つ講師が、認知症という病気や症
状、予防について、早期診断・早期治
療の必要性、認知症の人と接する時の
心がまえなどについて講話します。中
学校では100人の学生が熱心に耳を傾
けていました。

認知症サポーターとは？
　何か特別なことをする人では
ありません。認知症の人やその
家族を温かく見守る応援者です。

認
知
症
へ
の
取
組
み

　
当
町
は
、
高
齢
者
数
が
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
31
年

４
月
現
在
高
齢
者
人
口
は
、

４
，
８
６
１
人
と
な
り
、
そ
の

う
ち
６
５
０
人
以
上
の
認
知
症

高
齢
者
が
い
る
と
さ
れ
、
高
齢

者
の
７
人
に
１
人
が
認
知
症
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
認
知
症
の
方
が
で

き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
町
を
目
指
し
、

「
普
及
・
啓
発
の
推
進
」「
医

療
・
介
護
等
の
提
供
」「
高
齢

者
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
の

推
進
」「
若
年
性
認
知
症
施
策

の
推
進
」
の
４
つ
の
柱
か
ら
な

る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
月
号
は
「
普
及
・
啓
発
の

推
進
」
の
一
つ
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
に
つ
い

て
特
集
し
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
こ
の
講
座
は
、「
認
知
症
っ

て
言
葉
は
よ
く
聞
く
け
ど
詳
し

く
は
知
ら
な
い
な
？
」「
こ
ん

な
時
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ

う
？
」
な
ど
、
認
知
症
に
つ
い

て
の
正
し
い
理
解
と
身
近
な
病

気
と
し
て
捉
え
て
も
ら
い
、
も

し
身
近
に
認
知
症
の
方
が
い
た

時
に
は
そ
っ
と
見
守
る
、
そ
っ

と
手
助
け
す
る
方
が
町
に
た
く

さ
ん
い
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
３
１
０
人
が
受
講

し
、
現
在
ま
で
で
延
べ
７
２
４

人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
に
力
を
入
れ
認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
を
地
域
で
支
え
て
い

く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

認知症サポーター養成講座の様子

わしの部屋はどこだ？

一緒に行こう！

ゆっくりで
いいですよ。

小銭でうまく
払えない…。
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④オレンジリングの贈呈
　認知症サポーター養成講座修了者には、認
知症サポーターの証としてオレンジリングが
交付されます。オレンジリングを渡された日
から認知症サポーターです。

③グループワーク
　野辺地高等学校、野辺地西高等学校では、グルー
プワークを実施しました。コンビニで買い物をする
高齢者への対応の悪い例をDVDで見て、「どこが悪
い対応だったか」「どうしたら良い対応となるか」
をグループで話し合います。グループワークを通じ
て、講話で学んだことをしっかり理解し、良い対応
を考えることができるようになります。

今年度受講者の皆さん
ありがとうございました！！

認知症サポーター養成講座に関心のある皆様へ
　町では、認知症になっても安心して生活できるまちづくりのために、今後も、
年齢・職種を問わず認知症サポーターを養成していきます。
　関心のある方はお問合せ下さい。
＜問合先＞　　介護・福祉課（地域包括支援センター）☎65-1777

馬
門
小
学
校

６
年
生
の
皆
さ
ん

野
辺
地
西
高
等
学
校

保
育
・
福
祉
系
列

２
・
３
年
生
の
皆
さ
ん

野
辺
地
小
学
校

５
年
生
の
皆
さ
ん

【
受
講
者
の
声
】

〇�

認
知
症
の
人
が
い
た
ら

優
し
く
声
を
か
け
る
こ

と
が
大
切
だ
と
分
か
り

ま
し
た
。

〇�

認
知
症
の
事
を
知
っ

て
、
少
し
で
も
役
に
立

て
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

〇�

こ
の
活
動
を
通
し
て
、

少
し
で
も
認
知
症
を
理

解
で
き
る
人
が
増
え
る

と
い
い
な
っ
て
思
い
ま

し
た
。

〇�

自
分
も
い
ず
れ
は
高
齢

者
に
な
る
の
で
、
認
知

症
に
な
ら
な
い
よ
う
予

防
し
た
り
、
今
の
自
分

は
高
齢
者
に
優
し
く
接

し
て
い
き
た
い
で
す
。

等

310人が認知症サポーターへ
福祉施設職員　　　13人　　一般企業職員　　19人　　若葉小学校　　  40人　　馬門小学校　　 ７人
野辺地西高等学校　20人　　野辺地高等学校　73人　　野辺地中学校　100人　　野辺地小学校　38人
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町
へ
の
ご
寄
付

�
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
２
年
善
行
表
彰　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

杉
山
道
彦
氏
が

�

教
育
委
員
に
就
任
し
ま
し
た

青森銀行野辺地支店びわの会様より　　　
　 町のスポーツ振興のため　256,000円

社会福祉法人おさなご様より　　　　
　  児童福祉事業のため　70,000円

久末　和治　様
永年にわたり、危険業務従事者として消防の発展に尽
力された功績により、第32回危険業務従事者叙勲に
おいて瑞宝双光章を受章されました。

熊谷　正志　様
永年にわたり、自動車整備業の振興発展に貢献された
功績により、令和元年春の褒章において旭日小綬章を
受章されました。　　　　　　　　　　　　　　　　

熊谷　晴雄　様
永年にわたり、町議会議員として地方自治の発展に尽
力された功績により、令和元年度青森県褒賞を受賞さ
れました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

柴崎　秀美　様
永年にわたり、消防団の発展に尽力された功績により、
令和元年春の褒章において瑞宝双光章を受章されまし
た。

職務は、毎月開催される教育委員会定例会での
議案審議や教育関連行事への出席　　　　　　
（任期：令和元年12月20日～令和５年12月19日）

髙野　修司　様
永年にわたり、学校薬剤師として保健衛生の発展に尽
力された功績により、令和元年度青森県褒賞を受賞さ
れました。

町のニュース
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縄
文
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

　町は、１月11日、中央公民館で「タイダイ染
めハンカチづくりワークショップ」を開催、幼
児から大人まで26人が参加しました。
　当日は、jomo☆rockの蝦名一美氏と豊川茅氏
を講師に、縄文人にならい自由な発想で白いハ
ンカチをタコ糸とビー玉を使い縛り色をつけ模
様作りを楽しみました。
　出来上がりを見た参加者らは、「かわいい～、
色がすごくきれい」などの歓声が聞こえました。

「望まれる庁舎のかたち」 を議論　新庁舎建設等検討委員会が発足

新
春
恒
例　

野
辺
地
町
消
防
団
出
初
式

　新年を迎えた１月５日、役場前で令和２年野
辺地町消防出初式が行われ、町内に八つある分
団の団員・消防署員ら約180人が参加しました。
　式典では、観閲者の野村町長による人員・服
装や消防自動車などの特殊車両12台の点検を受
けた後、分列行進や勇壮なまとい振りを披露。
　町長の訓示では「町民が安全で安心して暮ら
せるようより一層精進してほしい」と防災への
協力を呼びかけました。

　町は１月15日、新庁舎建設について町民らで構成

する「新庁舎建設等検討委員会」を開催しました。

　委員には、町内の商業や教育、建設などの代表者

等15人で構成され、委員長には町自治会連合協議会

会長の戸澤榮氏が選ばれ、同氏に町長から諮問書が

手渡されました。

　検討委員会は諮問を受け、「平成29年12月に作成

された基本構想」と「令和元年11月に実施した新庁

舎建設に関するアンケートの集計結果」の相違の整

合のため、構想の修正を含め検討していきます。

　町長が、「町民に望まれる庁舎のかたちを考え、

実現していきたい」と挨拶した後、事務局が今まで

の基本構想と町民アンケートの集計結果のほか、現

庁舎付近の民有地の土地鑑定評価や測量・補償費の

算定に着手していることを説明。今後の方針とし

て、町民アンケートの結果をもとに現庁舎のある本

町地区への建設を前提に検討を進めることを申し合

わせました。

　委員会は、４月までに意見をとりまとめて町へ答

申。その後、新庁舎等に必要な機能や基本設計案な

どについて望ましいかたちを検討する予定です。

【町民アンケート主な自由意見】
　昨年11月に実施した新庁舎建設に関するア
ンケートの問４の自由記載欄に寄せられた庁
舎建設に関する意見を一部ご紹介します。
　特に多かったのは「場所」・「大きさ」・「駐
車場・駐車スペースの確保」の記述です。「大
きさ」のところでは「分庁舎にせず集約して
ほしい」「分かりやすい配置にしてほしい」な
ど「必要機能を備えた大きさ」が求めている
記載が多く、「駐車場・駐車スペース」につい
ては、「駐車スペースは広く、停めやすいよう
に！」「冬期間のことも考えしっかりと取って」
などの意見が寄せられました。
　詳しくは、ホームページにアンケート結果
を掲載していますのでご覧ください。

自分だけのハンカチが完成～

町長から諮問書を受け取る戸澤榮委員長

規律のとれた分列行進
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まちの

お知らせ

まちの

お知らせ

まちの人口

無料相談案内
●年金相談
（年金全般に関すること）
２月19日（水）10時～15時
中央公民館
☎017-734-7498
※要予約（定員に達し次第締切）
●人権相談
（人権擁護に関すること）
２月４日（火）９時～12時
中央公民館　
相談担当：人権擁護委員
●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
３月６日（金）　14時～
☎64-2111総務課
老人福祉センター
※要予約：２月28日（金）まで
●児童家庭相談
（養護・児童虐待に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
10時～16時
介護・福祉課　☎65-1777
●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
２月18日（火）10時～12時
役場相談室　
●教育相談
（しつけ・いじめ等に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
10時～16時
教育委員会　☎64-2119
●電話介護相談
月～金曜（祝日を除く）
９時～16時
健康増進センター　☎65-1777

役場　☎64－2111

令和元年12月末現在（前月比）
人　口� 13,094名　（－20）
　男� 6,150名　（－15）
　女� 6,944名　（－ 5）
世帯数� 6,487世帯（－11）

日
赤
野
辺
地
町
分
区
よ
り

お
知
ら
せ

　

２
月
は
、
赤
十
字
会
員
（
社
員
）

増
強
・
活
動
資
金
増
収
運
動
月
間
で

す
。

　

昨
年
は
台
風
第
19
号
等
の
豪
雨
災

害
が
多
発
し
、
多
く
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。

　

日
赤
青
森
県
支
部
で
は
、
被
災
地

に
医
療
救
護
班
な
ら
び
に
心
の
ケ
ア

を
行
う
救
護
班
を
派
遣
し
た
ほ
か
、

義
援
金
の
受
付
を
行
う
な
ど
物
心
両

面
に
わ
た
る
支
援
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
主
に

赤
十
字
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
会

費
・
寄
付
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。　
　
　

　

日
赤
野
辺
地
町
分
区
で
は
２
月
１

日
よ
り
、
各
自
治
会
の
班
長
さ
ん
が
、

皆
様
の
自
宅
へ
活
動
資
金
の
募
集
に

伺
い
ま
す
。
皆
様
の
赤
十
字
会
員
へ

の
加
入
な
ら
び
に
令
和
２
年
度
の
活

動
資
金
（
会
費
・
寄
付
金
）
の
ご
協

力
に
つ
い
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◆
問
合
先

　

介
護
・
福
祉
課
（
内
線
２
４
６
）

戦
傷
病
者
及
び
戦
没
者
遺
族

の
相
談
制
度
に
つ
い
て

　

戦
傷
病
者
及
び
戦
没
者
ご
遺
族
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
相
談
員
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

お
困
り
の
こ
と
や
知
り
た
い
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
の
相

談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
戦
傷
病
者
相
談
員
】

　

柴
崎　

正
志

　

野
辺
地
町
字
陣
場
川
原
67
番
地
13

　

☎
０
１
７
５

－

64

－

４
６
７
５

【
戦
没
者
遺
族
相
談
員
】

　

蝦
名　

重
雄

　

平
内
町
大
字
内
童
子
字
童
子
５

　

☎
０
１
７

－

７
５
５

－

３
９
６
１

年
金
生
活
支
援
給
付
金
制
度

に
便
乗
し
た
詐
欺
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　

令
和
元
年
10
月
よ
り
始
ま
っ
た
年

金
生
活
支
援
給
付
金
制
度
に
便
乗
し
、

厚
生
労
働
省
、
日
本
年
金
機
構
ま
た

は
市
区
町
村
の
職
員
を
名
乗
る
者
か

ら
、「
年
金
生
活
支
援
給
付
金
の
振

り
込
み
口
座
が
使
え
な
い
た
め
、
新

し
い
口
座
番
号
、
暗
証
番
号
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い

う
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
お
よ
び
日
本
年
金
機

構
で
は
、
電
話
で
お
客
様
の
口
座
番

号
、
暗
証
番
号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等

を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
て
も
、
口

座
番
号
等
の
個
人
情
報
を
答
え
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

◇
青
森
年
金
事
務
所

　

☎
０
１
７

－

７
３
４

－

７
４
９
５

◇
役
場
町
民
課

　

☎
64

－

２
１
１
１
（
内
２
４
０
）

◆
保
険
料
納
付
期
限　

１
月
分　

　

令
和
２
年
３
月
２
日
（
月
）

町
民
課
窓
口
業
務
の
一
部

停
止
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

２
月
25
日
に
シ
ス
テ
ム
の
機
器
更

改
を
行
う
た
め
、
次
の
業
務
が
停
止

と
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し

誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご

了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
停
止
日
時　

２
月
25
日
（
火
）

　

13
時
半
～
16
時

◆
対
象
業
務

・
特
例
転
入

・
国
外
転
入

・
出
生
届

・
通
知
カ
ー
ド
の
再
発
行

・
広
域
交
付
住
民
票
の
交
付

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
事
務

　

�

（
例
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
、
暗
証
番
号
変
更
・
再
設
定
、

継
続
利
用
手
続
き
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
紛
失
時
の
再
交
付
申

請
書
の
交
付
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
所
持
者
の
転
居
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
一
時
停
止
解
除
、

券
面
事
項
更
新
等

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
関
連
事
務

◆
問
合
先

　

町
民
課
戸
籍
係　

２
３
７

児
童
館
行
事

☎
（
64
）
３
１
０
６

◆
豆
ま
き
会　

３
日
（
月
）
16
時
～

◆�

バ
レ
ン
タ
イ
ン
制
作　

８
日（
土
）

◆
避
難
訓
練

　

20
日
（
木
）
16
時
30
分
～

◆
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
役
員
会

　

21
日
（
金
）
18
時
30
分
～
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長
年
の
功
績
を
称
え

青
森
県
教
育
長
表
彰
受
賞

　

令
和
元
年
11
月
８
日
、
近
藤
麿
史

氏
（
野
辺
地
小
・
野
辺
地
中
学
校
歯

科
医
）
が
、
長
年
に
わ
た
り
児
童
生

徒
の
健
康
増
進
等
に
果
た
し
た
功
績

が
評
価
さ
れ
、
学
校
保
健
事
業
に
貢

献
し
た
個
人
に
贈
ら
れ
る
青
森
県
教

育
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

家
畜
（
牛
・
馬
・
め
ん
山
羊

・
豚
・
鶏
等
）
を
飼
育
し
て

い
る
皆
さ
ま
へ

　

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
す
べ
て
の
方

は
、
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の
発
生
予

防
や
ま
ん
延
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
」

に
よ
り
、
年
１
回
、
そ
の
飼
育
状
況

を
報
告
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
２
月
１
日
現
在
の
状
況

に
つ
い
て
、
報
告
書
を
作
成
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
家
畜

　

牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、
め
ん
羊
、

山
羊
、
豚
、
い
の
し
し
、
鶏
（
シ
ャ

モ
、
チ
ャ
ボ
、
ウ
コ
ッ
ケ
イ
等
を

含
む
）、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、

だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
及
び
七
面

鳥
。
な
お
、
愛
玩
用
（
ペ
ッ
ト
）
で

あ
っ
て
も
報
告
が
必
要
で
す
。

◆
報
告
様
式

　

十
和
田
家
畜
保
健
衛
生
所
で
配
布

（
十
和
田
家
畜
保
健
衛
生
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

◆
提
出
期
日

　

令
和
２
年
２
月
28
日
ま
で

◆
提
出
方
法

　

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
持
参

◆
提
出
先

　

野
辺
地
町
農
林
水
産
課

◆
問
合
先

◇
十
和
田
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
０
１
７
６

－

23

－

６
２
３
５

　

Fax
０
１
７
６

－

２
３

－

３
０
４
４

◇
野
辺
地
町
農
林
水
産
課

　

☎
64

－

２
１
１
１　

　

Fax　
64

－

７
５
１
０　

野
辺
地
消
防
署
か
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

調
査
の
お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
２
月
よ
り
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
調
査
を
行
い
ま
す
。

※�

令
和
元
年
６
月
か
ら
８
月
ま
で
の

調
査
の
際
に
不
在
だ
っ
た
、
又
は

未
調
査
の
世
帯
に
伺
い
ま
す
。

◆
調
査
期
間

　

２
月
５
日（
水
）～
３
月
22
日（
日
）

◆
調
査
内
容

◇�

自
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
て
い
る

（
設
置
基
準
：
す
べ
て
の
寝
室
、
寝

室
が
２
階
な
ど
の
場
合
は
階
段
の
天

井
ま
た
は
壁
面
）

◇
一
部
だ
け
設
置
し
て
い
る

（
例
：
２
階
建
て
住
宅
で
２
階
に
も

寝
室
が
あ
る
場
合
、
各
寝
室
に
は
設

置
し
て
い
る
が
階
段
に
は
設
置
し
て

い
な
い
等
）

◇
設
置
し
て
い
な
い

　

野
辺
地
消
防
署
職
員
が
ご
自
宅
に

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

既
に
設
置
し
て
い
る
世
帯
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
電
池
切
れ
・
機
械
の

故
障
の
確
認
を
ふ
ま
え
て
１
度
鳴
動

テ
ス
ト
を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

◆
問
合
先

　

野
辺
地
消
防
署
予
防
係

　

☎
64

－

３
１
２
６

12月末の交通人身事故発生状況（野辺地警察署）
区分

町村別

令和元年 平成30年
前年比

12月中（単月） 12月末（累計） 12月末（累計）
発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

野 辺 地 町 1 0 1 14 0 17 13 0 16 ＋1 ＋0 ＋1

横 浜 町 1 0 1 5 0 6 11 1 14 －6 －1 －8

六 ヶ 所 村 0 0 0 13 0 16 16 1 23 －3 －1 －7

合計 2 0 2 32 0 39 40 2 53 －8 －2 －14

令和２年度自衛官等募集のご案内
募集 種 目 資　　　格 受 付 期 間 試 験 期 日 試験場所

一般幹部候補生
（一般・飛行）

歯科・薬剤幹部候補生

一　般…令和３年４月１日現在
　　　　22歳以上26歳
　　　　�（修士課程修了者は28歳）

未満の方
歯　科…20歳以上30歳未満の方
薬剤科…20歳以上28歳未満の方

令和２年３月１日㈰
　～令和２年５月１日㈮

〈１次試験〉
５月９日㈯：筆記試験
５月10日㈰：筆記式操縦適性検査
　　　　　　（飛行要員のみ）
※�２次試験は、後日お知らせします。

別途各人
に連絡し
ます。

一般曹候補生１次
18歳以上33歳未満の方

令和２年３月１日㈰
　～令和２年５月15日㈮ 令和２年５月23日㈯

自衛官候補生 年間を通じて行っております。 別途各人に連絡します。
予備自衛官補
（一般公募） 18歳以上34歳未満の方

<第１回>
令和２年１月６日㈪
　～令和２年４月10日㈮

令和２年４月18日㈯
予備自衛官補
（技能公募）

18歳以上55歳未満の方で各種国家
免許資格等を有する方
（国家免許資格等の細部について
はお問い合わせ下さい。）

◎　試験日程は変更する場合がありますので、細部は下記までお問い合わせ下さい。

〒033－0037　　三沢市松園町三丁目６－16　中野プラザビル２Ｆ（ユニバース松園店隣）
　　　　　　　 自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
　　　　　　　 電話、FAX 0176－53－1346（平日：08：45～17：30）
　　　　　　　 e-mail:aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp
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み
な
さ
ん
が
毎
日
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

税
金
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

財
源
で
す
。

　

今
年
も
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
密

接
な
か
か
わ
り
を
持
つ
税
の
申
告
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
申
告
は
、

公
平
な
課
税
と
納
税
を
行
う
う
え
で

非
常
に
重
要
な
も
の
で
す
。

　

町
・
県
民
税
、
所
得
税
、（
税
務

署
で
受
付
す
る
）
贈
与
税
の
申
告
は
、

３
月
16
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
な
お
、

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は
２
月
12

日
（
水
）
か
ら
中
央
公
民
館
で
行
い

ま
す
（
詳
し
い
日
程
は
別
表
の
と
お

り
で
す
）。

　

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
申
告
相
談
日
等
を
通
知

し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま

し
ょ
う
。

●
町
・
県
民
税

　
申
告
が
必
要
な
方

　

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
野
辺

地
町
に
居
住
し
て
い
る
方
で
、
次
に

該
当
す
る
方
。

　

た
だ
し
、
ご
自
分
で
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る
方

は
、
町
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

１ 

．
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
次
に

該
当
す
る
方

◆�

勤
務
先
で
年
末
調
整
し
て
い
な
い

方
◆�

年
末
調
整
の
控
除
内
容
に
変
更
の

あ
る
方

◆�

医
療
費
控
除
等
の
各
種
控
除
を
受

け
る
方

２ 

．
公
的
年
金
所
得
の
み
の
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方

◆�

源
泉
徴
収
票
の
控
除
内
容
に
変
更

の
あ
る
方

◆�

医
療
費
控
除
等
の
各
種
控
除
を
受

け
る
方

３ 

．
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
漁

業
等
）
の
あ
る
方

４ 

．
不
動
産
所
得
（
地
代
・
家
賃

等
）
の
あ
る
方

５
．
配
当
所
得
の
あ
る
方

６ 

．
生
命
保
険
一
時
金
、
生
命
保
険

年
金
、
報
酬
等
を
受
け
た
方

７ 

．
譲
渡
所
得
の
あ
る
方

８ 

．
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
で
免
除
申
請
等
を
お
こ
な
う
予

定
が
あ
る
方

９ 

．
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
で
、
世
帯
の
所
得
が
低
い
こ
と

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
、
ま

た
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
軽
減
判
定
を
受
け
る
可
能
性
が

あ
る
方

10 

．
子
ど
も
医
療
、
乳
幼
児
医
療
な

ど
各
種
医
療
給
付
を
受
給
さ
れ
る

方
11 

．
右
記
１
～
10
に
該
当
す
る
方
の

ほ
か
、
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
る
方
、
保
育
所
に

入
所
さ
れ
て
い
る
方
、
入
所
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
等

申
告
に
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

（�
申
告
を
さ
れ
る
方
及
び
扶
養
さ
れ

る
方
分
）

②
印
か
ん
（
銀
行
印
）
と
口
座
番
号

③
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

④�

事
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、

収
支
の
わ
か
る
資
料

⑤�

社
会
保
険
料
領
収
書
（
国
民
健
康

保
険
税
・
厚
生
年
金
保
険
料
な

ど
）
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明

書
⑥
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書

⑦
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書

⑧�

雑
損
控
除
（
災
害
等
）
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
被
害
の
あ
っ
た

住
宅
や
家
財
な
ど
の
証
明
書
や
明

細
書

⑨�

配
偶
者
（
特
別
）
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
配
偶
者
の
所
得

が
わ
か
る
源
泉
徴
収
票
な
ど

⑩
農
業
所
得
の
あ
る
方

◆�

農
協
が
発
行
す
る
出
荷
証
明
書
・

出
荷
伝
票

◆�

生
産
出
荷
組
合
、
市
場
か
ら
の
清

算
書
・
明
細
等

◆
仲
買
人
へ
の
販
売
明
細
書

◆�

自
家
消
費
、
知
人
・
親
類
等
へ
の

贈
答
品
は
そ
の
明
細
書

⑪�

そ
の
他
障
害
者
手
帳
、
介
護
保
険

に
係
る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書（
町
の
介
護
・
福
祉
課
で
発
行
）

な
ど
申
告
に
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊�

申
告
が
必
要
か
必
要
無
い
の
か
判

断
で
き
な
い
場
合
は
税
務
課
に
電

話
を
し
て
確
認
し
て
下
さ
い
。

◆
問
合
先

　

税
務
課　

☎
64

－

２
１
１
１

●
所
得
税

　

令
和
元
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
書
作
成
会
場
は
、
２
月
17
日（
月
）

か
ら
３
月
16
日
（
月
）（
土
・
日
は

除
き
ま
す
）
９
時
か
ら
17
時
ま
で
十

和
田
税
務
署
に
開
設
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方

◎�
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ
る

場
合

　

令
和
元
年
中
の
所
得
金
額
が
、
基

礎
控
除
・
扶
養
控
除
・
社
会
保
険
料

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
よ

り
多
い
方
。

◎
給
与
所
得
者
の
場
合

①�

給
与
の
年
収
が
２
，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
方

②�

一
ヵ
所
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

方
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方

③�

二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
方
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与

所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
金
額
が

20
万
円
を
超
え
る
方

◎
譲
渡
所
得
の
あ
る
場
合

　

令
和
元
年
中
に
株
式
、
土
地
、
建

物
な
ど
を
売
っ
た
方
は
、
原
則
と
し

て
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。
こ
の

譲
渡
所
得
に
対
す
る
所
得
税
は
分
離

課
税
と
い
っ
て
、
他
の
所
得
と
区
分

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
前
記
の
町
・
県
民
税
の
申
告
に

　

必
要
な
書
類
等

②�

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、
登
記
事
項
証
明
書
、

請
負
契
約
書
の
写
し
、
住
宅
取
得

資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高

証
明
書
等

③�

税
務
署
か
ら
「
確
定
申
告
の
お
知

ら
せ
」
な
ど
が
来
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
通
知
書
等

④�

前
年
も
確
定
申
告
を
し
て
い
る
場

合
に
は
、
そ
の
控
え

税
の
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
！

　
　

申
告
相
談
は
２
月
12
日
か
ら

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
国
民
年
金
の
免
除
申
請
を

す
る
方
、
各
種
税
証
明
が
必
要
と
な
る
方
は
収
入
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う

10

お知らせ



申
告
す
れ
ば
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
方

　

次
の
よ
う
な
方
で
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
金
や
予
定
納
税
を
し
た
税
金

が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
還
付
を
受
け
る
場
合
は
口

座
振
込
に
な
り
ま
す
の
で
、
本
人
の

預
金
通
帳
な
ど
口
座
番
号
が
わ
か
る

20年以上の実績・解体工事も！！20年以上の実績・解体工事も！！

花形一彦 新舞踊チャリティーショー
前売券 2,500円
当日券 2,800円

（※幼児、小・中学生　無料）

場所／まかど観光ホテル 　☎0175－64－3131
■開場：午前10時30分■開演：午後１時■終演：午後４時（予定）
日時／令和２年３月８日（日）

主催／新舞踊　一の会　　後援／野辺地町
【お問い合わせ先】一の会　☎0175-64-2578

※午前９時より整理券配布いたします
※町内無料バス有り（時間等は前売り券裏面）
※本券をフロントに提示すれば当日に限り、半額で入浴できます
※宿泊特別料金　一泊二食 8,000 円（税別）

自 由 席

令和２年度個人町県民税に係る申告相談日程表

も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①�

年
の
途
中
で
退
職
・
転
職
し
た
り

出
稼
ぎ
や
日
雇
な
ど
の
た
め
年
末

調
整
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

②�

給
与
や
公
的
年
金
等
の
収
入
が
あ

る
方
で
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を

受
け
ら
れ
る
場
合

③�

予
定
納
税
を
し
て
い
る
方
で
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
い
場
合

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

　

病
院
の
領
収
書
等
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①�

領
収
書
や
医
療
費
の
お
知
ら
せ
は

人
（
患
者
）
別
に
、
病
院
ご
と
に

集
計
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

通
院
の
際
の
バ
ス
・
鉄
道
運
賃
は
、

内
訳
を
書
い
て
来
て
く
だ
さ
い
。

③�

介
護
保
険
制
度
で
の
施
設
サ
ー
ビ

ス
及
び
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

は
、
医
療
費
控
除
対
象
分
の
み
集

計
し
て
く
だ
さ
い
。

●
贈
与
税

　

贈
与
税
は
、
原
則
と
し
て
個
人
か

ら
年
間
１
１
０
万
円
を
超
え
る
財
産

を
も
ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で

す
。
申
告
と
納
税
は
２
月
３
日（
月
）

か
ら
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

会場　中央公民館

月日・曜日
区　　　　　　域

午　　　前 午　　　後
（９：00～11：30） （１：00～４：00）

２ 12 水 下袋町（あ～お） 下袋町（か～さ）
２ 13 木 下袋町（し～つ） 下袋町（て～ひ）
２ 14 金 下袋町（ふ～も） 下袋町（や～）・本町・金沢町（あ～う）
２ 15 土
２ 16 日
２ 17 月 金沢町（え～け） 金沢町（こ～た）
２ 18 火 金沢町（ち～も） 金沢町（や～）・下町二区（あ～さ）
２ 19 水 下町二区（し～） 枇杷野
２ 20 木 上袋町（あ～ひ） 上袋町（ふ～）・鳴沢
２ 21 金 中袋町（あ～お） 中袋町（か～し）
２ 22 土
２ 23 日 天皇誕生日
２ 24 月 振替休日
２ 25 火 中袋町（す～と） 中袋町（な～ま）
２ 26 水 中袋町（み～）・城内（あ～え） 城内（お～た）
２ 27 木 城内（ち～） えぼし（あ～と）
２ 28 金 えぼし（な～）・木明・目ノ越 明前・蟹田・有戸・琵琶野
２ 29 土
３ １ 日
３ ２ 月 川目 浜町
３ ３ 火 馬門1（あ～さ） 馬門１（し～）
３ ４ 水 馬門２（あ～さ） 馬門２（し～ゆ）
３ ５ 木 馬門２（よ～）・駅前１（あ～お） 駅前１（か～は）
３ ６ 金 駅前１（ひ～）・駅前２（あ～か） 駅前２（き～の）
３ ７ 土
３ ８ 日
３ ９ 月 駅前２（は～）・松ノ木平（あ～い） 松ノ木平（う～た）
３ 10 火 松ノ木平（ち～） 新道
３ 11 水 八幡町（あ～し） 八幡町（す～）
３ 12 木 下町一区（あ～こ） 下町一区（さ～の）
３ 13 金 下町一区（は～） 新町
３ 14 土
３ 15 日
３ 16 月 予　　　備 予　　　備
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令和元年分所得税等　　　確定申告のお知らせ

県税納税証明書交付申請時の本人確認及び委任関係確認について

税目（国税） 申告期限
・納期限 口座振替日

所得税及び復興特別所得税
令和２年
３月16日（月）

令和２年
４月21日（火）

贈 与 税

消費税及び地方消費税 令和２年
３月31日（火）

令和２年
４月23日（木）

①場　　　　所　十和田奥入瀬合同庁舎１階共用会議室
� （十和田市）
②期　　　　間　�令和２年２月17日（月）～３月16日（月）
　　　　　　　　土、日及び祝日を除きます。
③開��設��時��間　午前９時～午後５時
④相談受付時間　午前９時～午後４時
※�３月以降は大変混雑しますので、お早めにお越しくださ
い。

○令和２年１月から、進化するスマート申告！スマホで申告！
　「国税庁ホームページ」へアクセスし、申告書を作成、
　e-Taxで送信して提出
　※次の２通りでe-Tax送信できます。

※問合先　十和田税務署個人課税第一部門
　　　　　電話0176－23－3153（直通）

　県では、納税証明書の交付申請の際、窓口においでいただいた方の本人確認及び代理人申請の場合の委任関係確認を
行っております。
◆納税証明書の交付申請に必要なもの

必要なもの
証明書の種類

本人確認書類
（※）

本人の印鑑
（法人の場合は代表者印）

青森県収入証紙
（400円／１部）

自動車検査証
（コピー可）

個人事業税
法人県民税・事業税・特別税 ○ ○ ○

自動車税
（滞納がない旨の証明） ○ ○ ○ ○

自動車税
（車検用） ○ ○ ○

（※）例として、次に掲げる書類を提示していただきます。
　１枚の提示で足りるもの…運転免許証、旅券（パスポート）などの顔写真付公的書類
　２枚の提示が必要なもの…健康保険被保険者証、年金手帳など
　本人確認書類に記載された識別番号等を記録しますので、あらかじめご了承ください。
◆代理人が申請する場合は、上記の書類に加えて本人（法人の場合は代表者）からの委任状が必要です。
　・ご家族又は従業員の方であっても委任状が必要です。
　・委任状には必ずご本人が署名及び押印（法人の場合は代表者の署名及び代表者印の押印）をしてください。
　・委任について、ご本人に電話で確認させていただくことがありますので、あらかじめご了承ください。
◆�納税証明書は納税者の皆様の大切な情報を証明するものですから、窓口においでいただいた方の本人確認及び代理人申
請の場合の委任関係確認を厳格に行います。ご理解とご協力をお願いします。
　詳しくは、上北地域県民局県税部納税管理課までお問い合わせください。　TEL 0176－22－8111（内線290）

・ ＩＤとパスワードは、税務署職員と対
面による本人確認を行った後に発行し
ますので、本人確認書類をお持ちの上、
十和田税務署までお越しください。

（注 ）ＩＤ・パスワード方式は暫定的な
対応です。お早めにマイナンバー
カードの取得をお願いします。
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図書館おすすめの新着本（入荷予定本）

書　　　名 著者名

Ｉの悲劇 米　澤　穂　信
色彩（第35回太宰治賞受賞作） 阿　佐　元　明
定価のない本 門　井　慶　喜
天保十四年のキャリーオーバー 五十嵐　貴　久
大人の流儀９　ひとりでいきる 伊集院　　　静

本の展示

みんなで豆まき！豆の本展　� ２月１日～２月14日
２月22日は猫の日！ネコの本展�２月15日～２月29日

図
書
館
行
事

☎
（
64
）
２
１
９
５

◆�

英
会
話
ク
ラ
ブ
／
３
日
・
10
日
・

17
日
・（
月
）
15
時
30
分
～
（
中

央
公
民
館
）

◆�

朗
読
の
会
『
秋
桜
』／
13
日
（
木
）

10
時
「
定
例
会
」（
中
央
公
民
館
）

◆�

ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
／
14
日

（
金
）
10
時
30
分
～
11
時
「
３
歳

未
満
児
向
け
」

◆�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル『
虹
色
の
会
』

／
15
日
（
土
）
13
時
30
分
～
「
定

例
会
」（
視
聴
覚
室
）

◆�

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
19
日
（
水
）

9
時
30
分
（
６
か
月
児
相
談
・
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
）

◆�

お
は
な
し
工
房
／
22
日
（
土
）
14

時
15
分
～
「
読
み
聞
か
せ
＆
折
り

紙
de
ひ
な
祭
り
」

館内整理日
２月28日

（金）
書架整理のため
休館します。　

～大人向け朗読会～

第17回　朗読のつどい
日時：2020年２月20日（木）
　　　　午後１時30分～午後３時
場所：野辺地中央公民館２階　第３会議室
主催：朗読の会「秋桜」

<プログラム>
①南部昔コ集より「メドツの宝物」
②斎藤隆介作品より「花さき山」
③新美南吉作品より「うた時計」
④源氏物語より「桐壺」
⑤吉沢久子作品より
　「好奇心の保ち方」ほか１篇
⑥高倉健作品より「アフリカの少年」
⑦太宰治作品より「黄金風景」
⑧芥川龍之介作品より
　「トロッコ」＊リレー朗読

　みなさまのご参加おまちしております

令和２年度分の予約受付をしています
　交通災害共済は、自動車、自動二輪車、自転車等の道路交通による人身事故で被災した場合、災害の程度に応
じて、弔慰金又は見舞金をお支払いする共済制度です。青森県内の市町村の住民基本台帳に記録されている方、
またそれ以外の方でも県内の学校等に在学している方であれば加入できます。万一の交通事故に備えて、家族そ
ろって加入しましょう。

○受　　　　付 － ①個人で加入　…役場　会計課へ
　　　　　　　　　②団体で加入　…各協力団体へ

○会　　　　費 － １人　３５０円

○共 済 期 間 － 令和２年４月１日　～　令和３年３月31日　
　　　　　　　　　（共済期間中は、いつでも加入できます）

○団体加入とは － �10人以上（※）で加入することをいい、会員１人につき50円の奨励金が団体へ支給されます。
団体加入の取りまとめを希望する代表者は、防災安全課へお知らせ下さい。

　　　　　　　　　※令和２年度より、20人以上から10人以上に変更となりました。

※団体加入は、下記団体等で受付しております。

駅 前 自 治 会 枇 杷 野 自 治 会 鳴 沢 自 治 会

松 ノ 木 平 自 治 会 川 目 自 治 会 下 町 一 区 自 治 会

下 町 二 区 自 治 会 上 袋 町 自 治 会 新 町 自 治 会

八 幡 町 自 治 会 浜 町 自 治 会 馬 門 自 治 会

有 戸 自 治 会 目 ノ 越 自 治 会 え ぼ し 自 治 会

中 袋 町 交 通 安 全 母 の 会 城 内 交 通 安 全 母 の 会 新 道 交 通 安 全 母 の 会

木 明 交 通 安 全 母 の 会

○問い合わせ：防災安全課（内線228）

加入者募集
１日１円

年間350円

☆☆☆ 交通災害共済加入者募集のお知らせ ☆☆☆
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会計年度任用職員を募集

国保・脳検診（３回目・再募集）実施のお知らせ
野辺地町国民健康保険の加入者を対象に国保・脳検診を実施します。

○受 付 期 間　２月３日（月）から　　　　　○受付人数　22人
○個人負担金　3,000円　　　　　　　　　　　○実施医療機関　公立野辺地病院
○実 施 期 間　２月～３月（毎週火・木曜日　１日に８時20分～と９時～の２回実施）
○対　象　者　①75歳未満　　　　　②保険税の滞納のない世帯の方　　
　　　　　　　③野辺地町国民健康保険に加入している方（申込が多数�の場合は、初めて受診される方を優先します）
※次のような方は検査が受けられない場合がありますので、事前にご相談ください。
　①閉所恐怖症の方　　②ペースメーカーが入っている方　　③脳動脈クリップを埋め込んでいる方　
　④外傷や手術などで体内に金属類が入っている方　　　　　⑤歯科でインプラント治療されている方
　⑥妊娠又は妊娠されている可能性がある方
※電話での申し込みもできます� ◆申込・問合先　役場町民課　脳検診担当（内線229）

スクールサポーター
　教育委員会では、児童・生徒の学習支援や教員の補助などを目的として町内小・中学校にスクールサポーター
を配置しています。この度、令和２年度のスクールサポーターを次のとおり募集しますので、学校における教育
支援に関心を持っている方はぜひご応募ください。
◆仕 事 内 容　�主に、教員と連携・協力しながら、特別な支援が必要な児童・生徒の日常生活や学習、学校行事

での支援などを行います。
◆募 集 人 数　若干名
◆就 業 場 所　町内小・中学校
◆雇 用 期 間　令和２年４月１日～翌年３月31日まで
◆賃　　　金　時給900円（２年目以降昇給あり）
◆就 業 時 間　概ね８時～15時の間の１日６時間程度で一週間当たり30時間未満
　　　　　�　（就業先の学校の指示によります。）
◆休　日　等　週休日（土日など）、学校休業日（春・夏・冬休みなど）。そのほか、有給休暇あり。
◆募 集 締 切　令和２年２月14日まで（応募多数の場合は、早めに締め切る場合があります。）
◆申　込　先　町教育委員会学校教育課　☎64－2119
　　　　　　　（応募される方は事前に電話にてご連絡ください。その後、履歴書等を提出していただきます。）
◆そ　の　他　�応募状況により、教育相談室の支援員など、町教育委員会のその他の職種への任用を御相談させ

ていただく場合があります。

介�護�支�援�専�門�員
◆仕事の内容　介護予防ケアマネジメント業務
　　　　　　　（介護予防対象者の把握と分析、介護予防ケアプラン作成、訪問等）
◆任 用 期 間　令和２年４月１日～令和３年３月31日
◆資格・免許　介護支援専門員・普通自動車運転免許
◆勤 務 条 件　月～金　９時～16時（６時間勤務）　　休日（土・日・祝祭日・年末年始）
◆報酬・時給　1,100円～1,350円（前歴の勤務年数による）、通勤手当、期末手当あり、社保あり
◆勤 務 場 所　健康増進センター内（地域包括支援センター）
◆問　合　先　介護・福祉課　☎65－1777
◆申　込　先　ハローワークのへじ

　町では、地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達試験を行います。
　この試験は、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による国からの緊急情報を、住民の皆様にお伝えするため
の試験（テスト放送）です。
（１）実施日時　　2020年２月19日（水）11時00分頃
　　　※気象・地震活動の状況等によっては、中止することがあります。
（２）放送の内容

情報伝達手段 放送内容 ※�（Ｊアラート）とは、地震・津波や武力攻
　�撃などの緊急情報を、
国から人工衛星を通
じて、市町村（防災
行無線）へ、瞬時に
伝えるシステムです。

防災行政無線
　　防災行政無線チャイム
＋　「これは、テストです。」×３回
＋　「こちらは、防災のへじ広報です。」
＋　防災行政無線チャイム

【お問い合わせ先】防災安全課（内線340）

防災行政無線を用いた全国一斉情報伝達試験（テスト放送）を実施します
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み
え
な
い
チ
カ
ラ

　
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば「
ス
キ
ー
」。
野
辺
地
町
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
が
輩
出
さ
れ
た
り
、
授
業
で
ス
キ
ー
を
行
う
等
、
盛
ん

な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ス
キ
ー
と
い
え
ば「
国
設
野
辺
地
ま
か
ど
温
泉

ス
キ
ー
場
」。
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
、
県
内
外
か

ら
沢
山
の
人
が
訪
れ
る
他
、
各
種
大
会
も
開
催
さ
れ
る
等
、
県
内
屈

指
の
ス
キ
ー
場
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
よ
う
な
ス
キ
ー
場
に
な

る
ま
で
に
は
、
あ
る
方
々
の
協
力
が
あ
っ
た
よ
う
で
…
今
回
は
、
ス

キ
ー
場
に
関
す
る「
コ
ト
」を
紹
介
し
ま
す
。

　
写
真
①
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
自
衛
隊
の
協
力
で
ス
キ
ー
場
整
備
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
ス
キ
ー
場
敷
地
は
国
が

所
有
し
て
い
る
都
合
で
、「
整
備
も
遅
れ
そ
の
機
能
を
十
二
分
に
果
た

し
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。」そ
の
た
め
、
町
は
国
と
協
議
し
、
新
た

に
敷
地
を
開
放
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。
南
部
地
方
最
大
の
ス

キ
ー
場
と
し
て
誘
客
を
図
る
た
め
、
ヒ
ュ
ッ
テ
や
リ
フ
ト
建
設
を
計

画
。
そ
の
一
歩
と
し
て
、
自
衛
隊
の
協
力
を
要
請
し
、
爆
破
訓
練
を

兼
ね
た
敷
地
内
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
の
こ
と
。
写
真

②
は
そ
の
結
果
を
伝
え
る
記
事
で
す
。「
協
力
を
得
て
整
地
を
終
わ

り
、
好
評
を
受
け
て
い
る
」と
い
う
報
告
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書
か
れ
て
お
り
、
こ
の

成
果
で「
農
林
省
林
野
庁
か
ら
、
蔵
王
に
次
い
で
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で
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番
目
の

国
定
ス
キ
ー
場
に
指
定
さ
れ
た
」と
記
載
。
こ
の
指
定
を
き
っ
か
け

に
、
場
内
の
コ
ー
ス
や
施
設
整
備
が
更
に
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
ス
キ
ー
場
は
、
町
や
ス
キ
ー
・
温
泉
関
係
者
の
方
々
、

そ
し
て
自
衛
隊
の
協
力
の
お
か
げ
で
出
来
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　
以
降
自
衛
隊
は
、
整
備
等
で
多
く
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
、

広
報
紙
面
で
活
躍
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
冬
季
訓
練
の
場
所

と
し
て
活
用
し
や
す
い
、
当
町
の
ス
キ
ー
場
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
、

と
い
う
面
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
つ
な
が
り
」を
感
じ
ら
れ

る
話
で
す
。

　
ス
キ
ー
場
で
は
、
第
50
回
記
念
の
青
森
県
小
学
生
ス
キ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
が
頑
張
れ
る
背
後
に
は
、
大
会
運

営
に
関
わ
る
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
は
勿
論
、
長
い
歴
史
の
中
で
今
回
の

よ
う
な
隠
れ
た
協
力
に
よ
る
も
の
も
多
い
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で

の
協
力
や
先
人
た
ち
に
感
謝
を
し
な
が
ら
、
今
年
は
ス
キ
ー
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
文
責
：
歴
史
民
俗
資
料
館
　
山
崎
）

誰
か
に
ち
ょ
っ
と
言
い
た
く
な
る
の
へ
じ
の
コ
ト

の
へ
じ
典て
ん

　
　
其そ

之の

二に

十じ
ゅ
う

二に

【写真②広報のへじ（昭和38年1月号）】
国定と国設は意味合いが違うよ
うです。「国設」は、国有林内に
設置されているスキー場を意味
するようです。（インターネット
情報より）

【写真③広報のへじ（昭和43年12月号）】
町の要請により、八戸陸上自衛隊員が76
名整備に駆け付けたと紹介されています。
現在もスキー場関係者と、自衛隊有志の
ご協力の下、秋に草刈が行われています。

【写真④広報のへじ（昭和44年3
月号）】
1969年2月24日現在の利用者数は、
28,000人と記載。ヒュッテが満
員のため、外で食事をしている
写真が表紙に採用されています。

【写真①広報のへじ（昭和37年6月
号）】
「爆破作業」の字面がすごいです。

ミニ企画展 「－野辺地の山車行事　大百科－」開催
　歴史民俗資料館では、野辺地の山車行事（のへじ祇園まつり）について紹介する、ミニ企画展を開催します。
　展示では、のへじ祇園まつりの行列でみられる「ヒト・モノ（神輿・山車）・コト（芸能）」について写真で解説・紹介
するほか、日程内の行事紹介、運行の際に使われる道具等の展示をします。ぜひご来館ください！
　会　　期：令和２年２月22日（土）～３月22日（日）　※月曜・祝日は休館
　会　　場：歴史民俗資料館　ロビー　（ロビー内入館無料）
　開館時間：午前９時～午後４時
　展示内容：�山車行列で見られる神社の紹介、芸能、山車運行や、祇園囃子・神楽で使われる道具等の展示、過去の映像

など
　そ の 他：資料館展示終了後は、一部資料を中央公民館ロビーにて展示する予定です。
　問合せ先：歴史民俗資料館　☎64－9494

【告知！】�野辺地の山車行事と民俗調査結果報告会・県内山車行事
フォーラムを開催します！

◆内　容　①�弘前大学・民俗学実習生による、「野辺地の山車行事」
に関する民俗調査の報告。

　　　　　②�県内３市町村（八戸市・鰺ヶ沢町・佐井村）の山車行
事について、関係者からの事例発表と、これからの祭
り催行について考えるディスカッション。

◆日　時　令和２年３月７日（土）　13：30～17：00
◆場　所　中央公民館　ホール
◆申　込　不要
◆問合先　歴史民俗資料館　☎64－9494
　※詳細は、広報のへじ３月号に同封するチラシをご確認ください。
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住　

所
：
前
田
５
番
地
２

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
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－

１
７
７
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
64

－

８
０
８
３

町の
ほけん
だより

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

令
和
元
年
度
の
対
象
者
は
、
野
辺
地
町

に
住
所
が
あ
り
、
今
年
度
中
に
次
の
年
齢

に
な
る
方
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
こ
の
制
度

を
使
っ
て
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
方
が
対
象
で
す
。

65
歳　

昭
和
29
年
４
月
２
日
～

昭
和
30
年
４
月
１
日
生
れ

70
歳　

昭
和
24
年
４
月
２
日
～

昭
和
25
年
４
月
１
日
生
れ

75
歳　

昭
和
19
年
４
月
２
日
～

昭
和
20
年
４
月
１
日
生
れ

80
歳　

昭
和
14
年
４
月
２
日
～

昭
和
15
年
４
月
１
日
生
れ

85
歳　

昭
和
９
年
４
月
２
日
～

昭
和
10
年
４
月
１
日
生
れ

90
歳　

昭
和
４
年
４
月
２
日
～

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
れ

95
歳　

大
正
13
年
４
月
２
日
～

大
正
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年
４
月
１
日
生
れ

100
歳　

大
正
８
年
４
月
２
日
～

大
正
９
年
４
月
１
日
生
れ

100
歳
以
上

　

大
正
８
年
４
月
１
日
以
前
の
生
れ

※ 

対
象
と
な
る
方
に
は
、
個
別
に
案
内
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

※ 

接
種
期
間
は
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ

う
。

健康についての相談先
相　談　名 対　象　/　内　容 連　絡　先

すくすくテレフォン 妊婦、産婦、育児中の方など
保健師による電話相談 火・木曜日

（祝日を除く）
8：30～17：00
64-8080
（はればれ）

思春期はればれ相談 思春期の方、その保護者など
保健師による電話相談

こ と ば の 相 談 就学前までのお子さん保健師が
対応

総 合 健 康 相 談 保健師、管理栄養士による相談
（要申込）

こども救急電話相談
（青森県主体）

小児の急病等、家庭内での対応
や医療機関への受診目安などの
相談対応。看護師が相談に応じ
ます。（治療行為ではありません）

平日：午後７時～翌朝午前８時まで
土曜：午後１時～翌朝午前８時まで
日祝：午後８時～翌朝午前８時まで

♯8000　または
017-722-1152

＊　傾　聴　サ　ロ　ン　＊
　こころが軽くなるおしゃべりサロンです。傾聴研修会を修了した傾聴ボラン
ティアがお話を伺いします。秘密は厳守します。
日　程：２月５日（水）２月26日（水）３月６日（金）３月23日（月）
場　所：健康増進センター　
時　間：13：00～15：00（毎回同じ）
※申し込み不要　時間内にいつでもどうぞ

　３月は災害時の健康を守るために、平常時にできるこ
と、備えることをテーマに開催します。
○日　　時　３月３日（火）10時～13時　
○場　　所　健康増進センター
○対　　象　おおむね40～74歳までの町民の方
○内　　容　講義「災害時の健康を守る備えについて」
　　　　　　調理実習「ストック素材でバランスレシピ」
○持 ち 物　エプロン 三角巾（手ぬぐい等可）
　　　　　　筆記用具　健康手帳
○参 加 料　300円　
○定　　員 　先着20名で締め切ります。　
○申し込み　健康づくり課へ
　　　　　　※健康づくりポイント制度対象です。

○3月減る脂～クッキング“災害時に備えよう”○

　ファミリーハウスあおもりは、遠くから青森県立中央病院に通
院・入院する患者さんや入退院の付き添いを希望するご家族のた
めの宿泊施設です。この宿泊施設は、総合周産期等待機宿泊施設
整備事業として県から補助を受け、NPO法人青森地域再生コモ
ンズが運営を行っています。患者さんやご家族が、安心して受
診・出産・入院付き添い等をできる環境を整えるため、青森県立
中央病院近くの公舎の一部を利活用した宿泊施設となっています。
★利用対象者
　１ ．青森県総合周産期母子医療センターを利用する患者やその

家族
　２．県立中央病院以外の周産期医療施設の患者や家族
　３．県立中央病院に入院する患者の家族
　４．その他、県との協議により認められた医療関係者
★ご予約・お問合せ
　電話：017－736－5332（日曜祝日を除く8：00～18：00）
≪ホームページURL≫
　http://www.familyhouse-aomori.jp/
　https://sites.google.com/site/familyhouseaomori/

★ 野辺地町に住所のある妊婦さんが、入院または通院する目
的で宿泊した場合に、宿泊費の一部助成があります（食事
代を除く。1泊を限度とし、上限5,000円）。

　詳しくは、健康づくり課へお問い合わせください。
 （電話：0175－64－1770）

患者さんやご家族のための宿泊施設
ファミリーハウスあおもりを知っていますか？
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町のほけんだより

予　防　接　種
＊日本脳炎定期予防接種＊
対象：平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの方で、20歳の誕生日前日まで
休止による特例対象として、予防接種法による定期接種対象となります。詳しくはお問い合わせください。
＊Ｂ型肝炎予防接種＊
対象：平成28年４月１日以降に生まれた０歳児（１歳になる前に３回接種）
平成28年10月から定期接種となりました。詳しくはお問い合わせください。

☆　母子健康手帳は毎週火・木曜日健康増進センターで発行します　☆

日 事業名（対象者） 開始時間 場　所 内　容 備　考

３ ３歳児健診
（Ｈ28年７月、８月生まれ） ８：30 健康増進

センター
育児相談、身体計測
小児科・歯科診察

対象者には個別通知し
ます。

６ ４か月児健診
（Ｒ元年９月10日～Ｒ元年10月６日） ８：45

野辺地病院
（小児科） 身体計測、小児科診察 対象者には個別通知し

ます。

12 マタニティサロン（妊婦とその家族） 13：30 健康増進
センター 母乳と育児 事前の申し込みは不要

です。

19

６か月児健診
（R１年８月生まれ） 10：00

健康増進
センター

育児相談、身体計測
離乳食試食 個別通知はしていませ

ん。
広報で確認し、母子健
康手帳、バスタオルを
お持ちください。

10か月児健診
（Ｈ31年４月生まれ） 13：30 育児相談、身体計測

歯科保健指導
歯科健診１歳児健診

（Ｈ31年２月生まれ） 13：30

みんなの子ども相談
（出生～就学前まで） 14：00 育児相談、食事相談

身体計測、歯科健診
前日までに申し込みが
必要です。

25 ５歳児健診（Ｈ27年１月、２月、３月生まれ） ９：00
健康増進
センター

育児相談、身体計測
集団指導

対象者には個別通知し
ます。

２月の保健カレンダー

総合健診の受診のお知らせ
令和２年３月31日まで下記の医療機関で受診できます。
※事前に医療機関へ予約をしてください。

医療機関名 電話番号 特定 胃 大腸 肺 子宮 乳
公立野辺地病院 64-3211 ○ ○ ○ ○ ○ ○
戸館内科整形外科医院 64-2525 ○ ○ ○ ○
中 里 医 院 64-1388 ○ ○ ○ ○
えびさわクリニック 64-4160 ○
のへじクリニック 64-7333 ○
ち び き 病 院 64-5100 ○
あおもり人間ドックセンター 017-765-2570 ○
八戸西健診プラザ 0178-21-1717 ○ ○

歯周疾患検診、知っていますか？
平成31年４月１日～令和２年３月31日の間に
40・50・60・70歳になる町民の方へ

歯周疾患検診のご案内をお送りしています。

実施期間 令和２年３月31日まで
実施場所 案内に記載されている歯科医院
　　　� 　※事前に予約をしてください。
検診料金 無料

10年に一度の検診機会を是非ご活用ください！
※案内を紛失された方は健康づくり課で再発行します

自
治
体
が
実
施
す
る

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の

�

初
回
精
密
検
査
費
用
助
成
の
ご
案
内

　

青
森
県
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
陽

性
と
判
定
さ
れ
た
後
、
初
め
て
※
医
療
機

関
で
精
密
検
査
を
受
け
た
際
の
検
査
費
用

の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
て
い
ま
す
。（
※

県
が
指
定
し
た
医
療
機
関
）

対
象
者
　�

県
内
に
住
所
を
有
し
、
以
下

の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る

方

①�　

医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
よ
る
被

保
険
者

②�　

１
年
以
内
に
県
及
び
青
森
市
が
行

う
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
又
は
市
町
村

が
行
う
健
康
増
進
事
業
に
基
づ
く
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
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お
い
て
陽
性
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判
定
さ
れ
た
方

③�　

県
又
は
市
町
村
が
実
施
す
る
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
同
意
し
た
方

④�　

県
が
指
定
し
た
医
療
機
関
に
お
い

て
、
初
回
精
密
検
査
を
受
け
た
方

☆ 

そ
の
他
、
青
森
県
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
を
原
因
と
す
る
疾
患
の
定
期
検
査
費

用
助
成
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

 

各
費
用
助
成
に
つ
い
て
の
対
象
者
や
申

込
み
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
課
（
６
４

－

１
７
７
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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老人福祉センター

◆開設日： ２月３日㈪、10日㈪

　　　　　　　17日㈪、25日㈫

◆時　間：10時～14時

◆送迎車運行日：２月３日㈪

　　　　　　　　２月17日㈪

有戸地区はまなす
　　　ふれあいセンター

◆開設日：毎週月・木曜日

　　　　　（祝日除く）

◆時　間：13時～14時45分

◆送迎車運行日：

　２月３日、６日、10日、13日

　　　17日、20日、27日

　

「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に

届
け
ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い

て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と

な
の
で
、
掲
載
を
希
望
し
な
い
場

合
は
、
届
け
出
の
際
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

�

（
12
月
受
付
分
）
町
民
課　

中
戸
川
佳か

奈な
ち
ゃ
ん（ 

徹 

）え
ぼ
し

本
間　

美み
い
な凪

ち
ゃ
ん（ 

進 

）下
町
一
区

久
保　

結ゆ
う

陽ひ
ち
ゃ
ん（
丈
太
郎
）下
袋
町

瀨
川
明あ

日す

奏か
ち
ゃ
ん（
信
太
朗
）駅
前
２

竹
田　

夢ゆ

空あ
ち
ゃ
ん（
翔
太
）八
幡
町

岩
﨑　

葵あ
お

士し

く
ん（ 

誠 

）下
袋
町

老人憩いの湯

白
銀　

み
よ
さ
ん（
91
）八
幡
町

大
山　

浩
紀
さ
ん（
58
）鳴　

沢

古
澤
八
十
一
さ
ん（
60
）有　

戸

堰
端　

秀
子
さ
ん（
75
）下
袋
町

鳴
海　

イ
マ
さ
ん（
87
）駅
前
１

滝
沢　

勝
輝
さ
ん（
60
）え
ぼ
し

柴
﨑　

澄
男
さ
ん（
69
）馬
門
２

玉
山　
　

榮
さ
ん（
83
）枇
杷
野

石　

タ
キ
さ
ん（
87
）有　

戸

杉
山　

清
吉
さ
ん（
82
）下
袋
町

古
沢　

の
ぶ
さ
ん（
92
）有　

戸

野
坂　

澄
子
さ
ん（
90
）新　

道

あなたの活動をＰＲしてみませんか？
掲載をご希望の方は下記まで！
総務課広報担当　☎64-2111

　　　　　　

まつり「飛天の舞」発表会
◆日　時　２月15日（土）13時～15時20分

◆場　所　中央公民館

◆内　容　創作ダンス、健康体操、健康のお話など

　　　　　体組成測定、骨密度測定、個別栄養相談、

個別糖尿病相談

　　　　（11時～12時半、14時半～15時

　　　　　無料）

◆主　催　まつり「飛天の舞」実行委員会

若葉小学校 マーチングバンド部
♪Ｔｈｅ　Ｃｏｎｃｅｒｔ♪

　今年も「The Concert（ザ・コンサート）」を開催

します。部員30人の演奏やフォーメーションをお楽

しみいただければと思います。

　皆様のご来場をお待ちしております ! !

◆日　時　２月29日（土）

　　　　　開場　12時30分　開演　13時

◆場　所　若葉小学校　講堂

◆演　目　コンクール演奏曲＆ポップス曲等

◆問合先　若葉小学校

　　　　　☎64-0817

オレンジメモリーカフェ　はまなす
◆日　時　２月21日（金）13時30分～15時

◆内　容　・ミニ講話

　　　　　　「肺炎・・・原因は口の中！？」

　　　　　・カラオケDAMインストラクターによる

　　　　　　レクリエーション

　　　　　・相談コーナー、カフェタイム

◆場　所　　総合福祉センターのへじ

　　　　　　（老健のへじ敷地内）

◆参加費　　無料

◆対　象　　認知症の人とその家族、地域住民

◆問合先　　社会福祉法人福祉の里

　　　　　　介護老人保健施設のへじ　

　　　　　　☎65-2333

防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！　

☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９
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町のカレンダー

●おいらせ町
　百石えんぶり
・日　時　２月15日（土）～17日（月）
　　　　◆２月15日（土）９時半～
　　　　　�八幡宮奉納摺り
　　　　　町内門付け
　　　　◆２月16日（日）９時～17時
　　　　　町内門付け
　　　　◆２月17日（月）10時半～
　　　　　�八戸えんぶり一斉摺り出演
　　　　　町内門付け
・場　所　おいらせ町役場分庁舎周辺
・問合先　おいらせ町教育委員会
　　　　　　　　　社会教育・体育課
　　　　　☎0178-20-0405

日 月 火 水 木 金 土
1

青森県小学生
2 3 4 5 6 7 8

○健 ３歳児 ○相 人権 傾聴サロン ○健 ４か月児 ○相 弁護士 ○児 バレンタイン
○児 豆まき会

スキー大会
9 10 11 12 13 14 15

申告相談 ○図  ヨチヨチおはなし会
～3/16 こどもワクワク広場
マタニティサロン 学童スキー大会

16 17 18 19 20 21 22
のへじ検定 ○相 行政 ○健 6 か月 ○図 朗読のつどい ○児  あたごクラブ役員会 ○図 おはなし工房

○健 10 か月・1歳 ○児 避難訓練
○相  みんなの子ども
○相 年金

23 24 25 26 27 28 29
○健 ５歳 傾聴サロン ○図 休館

こどもワクワク広場

３月１日 2 3 4 5 6 7
山車行事フォーラム

※町税等の未納は延滞金が加算される場合がありますので、納期限内に納付しましょう。

行事内容
　○図 図書館　　○健 健診　　○〆  納期限
　○児 児童館　　○相 相談

○〆  国民健康保険税（8期）

●十和田市
　奥入瀬スノーパーク　
・日　時　開催中～３月下旬
　　　　　10時～14時半
　　　　　※�積雪状況により開設でき

ない場合があります。
・場　所　十和田湖温泉スキー場　
　　　　　ゲレンデハウス周辺
・問合先　十和田湖温泉スキー場
　　　　　☎0176-74-2008�

　第30回十和田市伝統芸能まつり
・日　時　２月９日（日）12時～16時
・場　所　十和田市民文化センター
� 大ホール
・問合先　十和田市�スポーツ
　　　　　　　　　　・生涯学習課
　　　　　☎�0176-58-0184

上十三・十和田湖広域定住自立圏
　婚活支援のコースターを
� 作成しました　
　上十三・十和田湖広域定住自立
圏では、結婚を希望する独身男女
の出会いと結婚を支援するため、
婚活広報物「コースター」を作成し
ました。
　コースターは圏域内の飲食店な
ど約230カ所に配布しています。
　コースターのＱＲコードを読み
込むと、青森県と秋田県が設置す
る婚活支援情報サイトに掲載され
ている婚活イベントなどの情報を
閲覧できます。
・問合先　�上十三・十和田湖広域

定住自立圏移住・結婚
支援ワーキンググルー
プ・事務局

　　　� （十和田市政策財政課内）
　　　　　☎0176-51-6712

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は

早
め
の
点
灯
時
刻

２
月
は
15
時

写　真
成人式のひとコマ

奥入瀬スノーパーク／バナナボートエリア

コースター裏面コースター表面
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まちのアルバム

おいしい！減る脂～♪
カンタン料理

その68

材料　４人分 作り方

【管理栄養士のコメント】
　寒い時期は、青菜がおいしい時期です。か
らしをきかせると、甘みが引き立ちます。

【生活習慣病予防教室で作成】

小松菜のからし和え

・小松菜 240ｇ（１袋）
・人参 40ｇ（1/2本）
・ちくわ ２本
　　・だし汁 60㎖
Ａ　・しょうゆ 小さじ１
　　・練りからし 大さじ1/2

【栄養価　１人分】
エネルギー  45kcal　　たんぱく質  3.8ｇ　　脂 質  0.8ｇ　　炭水化物  6.4ｇ　　塩分相当量  0.8ｇ

１．小松菜は１分ほどゆで、よく水けを絞り、４㎝の長
さに切る。

２．人参は４㎝の細切りにし、１分ほどゆでる。
３．ちくわは、斜め薄切りにする。
４．Ａを混ぜ合わせ、小松菜と人参、ちくわを加えて和

える。

令和２年２月１日　第730号　毎月１日発行　青森県野辺地町役場総務課　☎（0175）64－2111町の花｢はまなす｣・町の鳥｢かもめ｣・町の木｢さくら｣

～１年の始まり権現様のカドウチ～

　１月２日から２日間、馬門地区で

熊野神社敬神組による権現様のカド

ウチが行われました。

　当日は、五穀豊穣と、無病息災を

祈るため演者を含め約10人で約500

軒の家々を回っていました。
赤ちゃんが噛まれている様子
すくすくと育つように

　権現様のカドウチは、守り伝えるべき
郷土芸能だね。
　今年１年良い年でありますように！！

ぼくたち　わたしたちの

歯 ピピカカピピカカだよ♪

川端　桜果ちゃん
かわ ばた

荒谷　希空ちゃん
あら や の あ

おう か

西浜恭之介くん

３歳児健診で虫歯ゼロの
お子さんを掲載しています

にしはま のきょう すけ

さわ だ り

澤田　恵理ちゃん
え


